
会  議  録 

会議の名称 結城市男女共同参画基本計画推進委員会（第２回） 

開 催 日 時 令和８年９月２９日（火）１４時００分～１４時４０分 

開 催 場 所 結城市役所 １階 多目的スペース 

出 席 者 

委 員 早瀬恵子、石川雄一郎、稲葉さち子、野原牧子、中山英次、藤井文夫 

佐藤裕紀子、吉川芳江、西村孝幸 

事務局 市民生活部長 宮本臣久、人権推進課長 宮田勝利 

男女共同参画係長 箕輪佐知子、主幹 稲葉茜 

議   題 

１ 第３次男女共同参画基本計画に係る令和７年度事業評価の結果及び目標設定に 

ついて 

２ その他 

公開・非公開 

の別 
公開 

傍聴人の数 なし 

審 議 内 容 

〇配布資料 

 （事前送付） 

次第 

  ご意見調書 

  補足説明 

資料１－①  事業評価シートの評価基準・留意点について 

資料１－②  第３次結城市男女共同参画基本計画 

令和７年度事業評価結果一覧 

資料１－③  第３次結城市男女共同参画基本計画目標設定 

（当日配布）令和８年度男女共同に係るセミナー・講演会予定 

        

〇欠席委員から事前に意見調書の提出があった（４名） 

○内容 

１ 第３次結城市男女共同参画基本計画に係る令和７年度事業評価結果及び目標設

定について 

・資料１-①～③について、事業評価結果及び目標設定について説明した。 

（委員）「女性労働者への母性保護及び健康に関する情報の周知徹底と情報提供の

拡大」について、女性の場合は、働きながらお母さんになるあなたへ という

のがあるが、父親の方も一緒に育児していくのに、男性の方はない。父親母親

の観点からもなにか事業があってもいいと思っている。 

（事務局）この事業自体は働く女性の母体保護ための事業であるため、入れること

はできないが、子育ては父親母親両方でやることだと思うので、次期計画の参

考にしたい。また「男性職員の育児支援制度の周知」がある。こちらは市の職

員が対象。「ワーク・ライフ・バランスの啓発」の令和 7 年度実績で市内企業

に育児休業制度、介護休業制度の、厚生労働省が作成したパンフレットを送付



し、啓発している。 

（委員）「男女共同参画に関する講演会等の開催」について、前々から評価が厳し

いと思っていた。講演会の内容、参加者からの反応からみても、今回のＡ評価

は適切だと思う。 

（事務局）欠席委員の意見紹介：「りりぃプロジェクト」のカードが空のままであ

ることが気になり、利用状況の評価方法や、対面での申し出を必要とする運用の

妥当性、実際に支援につながっているのかなど、成果や実態を知りたい。に対

し、「相談窓口体制の整備と連携体制の充実」に関連して回答。「りりぃプロジ

ェクト」は、生理用品の配布を通じて、生活上の困りごとを抱える方を必要な支

援につなげることを目的とした社会福祉協議会の事業です。対面で配布すること

により、生活上の困りごとを抱えている方が、必要な支援につながるきっかけと

しての意義があるものと認識している。実際に継続利用する方もおり、支援につ

ながるきっかけになっていると受け止めている。また、カードが空のままになっ

ていた件については、今後、担当部署が見回りを行う予定とのこと、と回答し

た。 

（委員）事前に質問したものがあり、イベントの参加者の女性の参加が多いのに

理由があるのか、に対し男女分け隔てなく募集したという回答をもらってい

る。また、「職員研修」について、部課長は受けていないのかの質問に対し、

別のタイミングで受講済みとの回答を受けております。また、１００％の受講

率はオンデマンドでの実施と伺った。いい流れだと思う。 

（委員）男女の平等感にしきたりや慣習において現状値が 5.8％は低すぎるので

は？ 

（委員）制度が変わっても、慣習やしきたりは急には変わらないところがある中

で、平等と思わない、不平等だと思う意識の高い人が増えているとう観点か

ら、減っている方がいいという見方もできる。つまり、現状に対し、おかしい

と言っている人が多いということになる。目標が高く設定されているが行政が

介入できるものでもない。教育面ではできるが。現状が変わらないなかで、低

い値の方が進歩したという見方もある。 

（委員）農村部では、昔から継続することがしきたりというと思う。子どもが少

なくなってきた今、おみこしなどは女の子も一緒に担いでいる。男女の平等が

成り行き上実行されて、平等感を考えなく行事を遂行するために、あまり考え

なくなってきているのでは？ 

（委員）家庭で女性も外で働くようになっても性別役割分担意識は残っている

中、なし崩し的に現状が変わっていったとしても、平等感的にはどうなのかに

ついては、個別に検討していく必要がある。目標設定をするという場合の項目

として、しきたりや慣習の平等と思う割合を高く設定したら成果があったとと

らえるのか、低く設定したら成果があったととらえるのか。解釈の違いで変わ

ってしまう。国は目標値としているのか。ないのであれば結城市オリジナルな

ので、現状を踏まえて目標値を設定した方がいい。すぐに答えがでるものでは

ないのかもしれない。 

（事務局）国、県との目標ともそろえていない。今の計画の中では分かりにくい

目標であるため、次期計画において時間をかけて見直し、目標設定していきた

い。 



２その他 

令和８年度男女共同に係るセミナー・講演会予定について説明 

 

閉会 

問 合 せ 先 

（事務局） 

結城市役所 市民生活部 人権推進課 男女共同参画係 

 ＴＥＬ ０２９６－３４－０３７１（直通） 

 ＦＡＸ ０２９６－３３－１９４１ 

 ｅ－ｍａｉｌ jinken@city.yuki.lg.jp 

 


